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助成活動名 障がい者アートとデザインの力で地域を元気に！ 

助成額     800,000 円 

活動内容 

目的 

DESIGN GOALs プロジェクトは、過去４年のべ 35 者の協力企業と障がい者クリエ 

ーターとのマッチングを行ってきました。それぞれのチームで多様なデザイン・商品・広告

等が完成しました。 

この事業では、障がいのある人と企業・学生との協働のプロセスを重要視しています。芸術

や文化振興だけではなく、目的を持って共に働く事の可能性と共生社会の実現を目指しま

す。4 月より就労継続支援 B 型事業所として、クリエーターを利用者としてお迎えし、プロ

のデザイナーが継続的に支援・職業訓練をしております。 

岡山県内では、就労の場でのバリアフリー化が遅れており、専門的な技術を身につけても受

け入れ企業がバリアフリー化できていないために就労の機会が得られない方にも活躍の場を 

広げたいと思っております。事業所の入り口に 48cm の段差があり、車椅子ユーザーには大 

変入りにくい構造になっています。ここにスロープを設けてバリアフリー化をすることで、

県内でも珍しい車椅子ユーザーでも利用できる就労継続事業所として活動をさせていただき

たいと考えております。 
 

内容 

 これまでのような単独の企業の募集ではなく、有志の方々の実行委員会が中心となり、障

がいのある絵の好きな人とで協働し、地域の活性化、町おこしや多世代の交流、SDGs の取り

組みや地域課題の解決になるような取り組みを行いました。 

これまで培ってきたアート・デザインを中心とした表現活動、広報 PR 活動、ワークショップ

や展示・販売など出店者と来場者が交流して共同制作や体験の場を設定したイベン 

トを企画・実施しました。運営・設営にも福祉関係者と地域の民間の方との交流を通し 

て「協働」を打ち出し、学生やボランティアも運営に積極的に参加していただき、多世代・

多様な人々が参加できる場作りを目指しました。 

障がいのある方が集い、安心して訓練・就業できる就労継続支援 B 型事業所を作り運営しま

す。 

・準備期間 2024 年 4 月〜5 月 事業所のバリアフリー化 

・6 月〜実施内容の企画、クリエーター募集開始 

・７月〜クリエーター選定・メイキング動画作成開始・専用サイト構築 

・8 月〜出店者募集・ボランティア募集・開催内容の告知開始 

・9 月〜展示物等制作開始・イベント告知・動画配信・公式サイト公開 

・10 月 プレスリリース 

・11 月 イベント開催・作品展・完成デザインの販売等 

・12 月〜2025 年 2 月  イベント報告 参加者の声、完成作品等の紹介、動画 

の編集と掲載 

上記の活動内容の中で、クリエイティブな部分（広告作成・サイトの運用、メ 

インビジュアルの制作・展開など）に障がい者クリエーターの作品を多数採用 

したいと考えています。 
 



当初の
計画か
らの変
更点 

 
 助成金全額をスロープ工事の費用に充てました。 
 
 
 
 

成果 

 
 スロープ工事が早期に完成したことにより、 
車椅子利用者が安全に利用することができるようになりました。 
また、早島支援学校から、車椅子の生徒さんの見学の受け入れや、そのほかに
も車椅子利用者 2 名の見学・体験の受け入れがスムーズに行うことが可能にな
り、ご契約に繋がりました。 
 

今後の課題と対
応策 

 おかげさまで、見学・体験の申し込みをたくさんいただいており、契約者数も 20 名を超
えて参りました。ですが、精神・発達障害の方が多く、週のご利用が 1 日〜3 日という方
が大半となっており、また、ご希望されていても当日になって体調不良や精神の不安定さ
から欠席される方が、毎日２〜３名いらっしゃる状態で、実際のご利用者数が伸び悩んで
いるのが実情です。 
 アートとデザインという、本来「好きなこと」を仕事にできるということを目標に掲げ
てはいるものの、日常生活を安定して過ごすことに課題がある、という仕事以前の課題が
ある方も多く、就労支援の事業所としての大きな課題になっています。 
スタッフはとても熱心で、利用者に寄り添う支援をしてくれていますが、心理の専門家の
必要性を感じているところです。 
そういったスタッフを、常駐は難しいにしても、雇用できるような経営環境作りが必要か
と思っております。 
 もう１点、ご利用が安定しないがために、とても魅力的な作品を作られる方でも、デザ
インの仕事はどうしても納期があるので、次にいつ来るかわからない方に納期のあるお仕
事を任せるのが難しくなっています。 
今後は、受注のお仕事以外にも、カモノハシの利用者さんの作品を元にしたオリジナル商
品を展開して、描き貯めていただいた作品を、缶バッジ・T シャツ・エコバッグ・ハンカ
チ・タオルなどにプリントし、受注生産での販売を行い、来所の安定が難しい利用者さん
にも工賃向上の機会を設けたいと思っております。これにより、利用者さんの意欲向上に
も繋がり、事業者へ行ってみよう、という気持ちの後押しになればと思っております。 
ネット上で、お好みの作家や作品を選び、メディア（缶バッジや T シャツなど）を選んで
注文する、セミオーダーのネット販売サービスを展開したく、構想を練っております。 
自社製品の販売機会創出と、民間企業と福祉事業所の架け橋となる DESIGN GOALs コレ
クションのイベントを岡山市内で 5 月、倉敷市内で 11 月に開催予定です。 
これは、出店者の出店料のみで運営しており、実行委員とボランティアスタッフでまかな
っております。 
企業から協賛金を集める形式が、どうしても違和感があり、企業からは、会場でのガラポ
ンの景品を寄付していただいてます。5 月開催は、現在民間 30 店舗、福祉系 12 店舗の出
店規模で準備中です。 
このような活動を今後も続けていきたいと思っております。 
目下、これらの活動に賛同してくださる個人・法人の方の輪を広げていくことに集中して
おります。そういった「協働」の活動の中で、お互いを知り、交わり、頼り頼られる関係
性づくりが共生社会実現のために重要と考えるからです。 
そうしていると、「就労継続支援 B 型事業所」の枠組みではどうしてもケアできない方々
（18 歳未満の方、医療的ケアの必要な方）からのお問い合わせも出てきています。 
10 年ビジョンとして、アートとデザインを主軸とした「生活介護施設」「放課後等デイサ
ービス」の開所も目指したいと思っております。 
後継者の育成、事業承継とサービス分野の拡大。 
これらを複合的な目標として活動を持続可能な形にしていきたいと思っております。 
 
 事業所 1 年目にしては、スムーズなスタートを切れたとは思いますが、更なる福祉サー
ビスの質の向上と、民間企業との架け橋となるべく、より多くの機会創出と価値創造を推
進したいと考えております。 
今後ともどうぞご支援・ご鞭撻を賜りたく、よろしくお願いいたします。 
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